
平成２２年１２月７日

少数台数のリコール届出の公表について （平成２２年１１月分）

リコール対象が少数である１００台未満の届出について、平成２２年１１月は８件の届出がありま
したので、公表します。

１．届出者：株式会社オートワークス京都

届出月日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間

１１月 ４日 2639 車 名：ニッサン ９８ 平成１１年 ２月 ６日～
型 式：KK-BHW41 他 平成１７年１１月 ９日
通称名：シビリアン 他

不具合の部位等 ①側面方向指示器を備えた車両の非常点滅表示灯スイッチにおいて、接点の
耐久性が不足しているため、当該スイッチ操作時の通電によりアーク放電が発
生し、接点が摩耗するものがあり、最悪の場合、非常点滅表示灯が作動しない
おそれがある。

②側面方向指示器を増設した車両の方向指示器において、誤って４灯用のフ
ラッシャーユニットを使用したため、自動車の前面または後面に備える方向指
示器が故障した場合に、運転者席の作動状態表示装置の点滅回数が変化しな
い。

③前面方向指示器の意匠を変更した車両の前面方向指示器において、ワット
数の異なるバルブを使用したため、前方方向１００ｍの位置から昼間において
点灯を確認できないおそれがある。

２．届出者：キャタピラージャパン株式会社

届出月日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間

１１月１１日 2649 車 名：キャタピラー ４０ 平成２２年 ７月１２日～
型 式：KDP-SAT 平成２２年 ９月２３日
通称名：９１０Ｈ

不具合の部位等 車輪取付けボルトにおいて、締付けが不適切なものがあるため、そのままの
状態で使用を続けると、取付けボルトが緩み、最悪の場合、車輪が脱落するお
それがある。

３．届出者：クライスラー日本株式会社

届出月日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 輸 入 期 間

１１月１１日 外1712 車 名：クライスラー １６ 平成２２年 ６月２２日～
型 式：ABA-JK38L 他 平成２２年 ７月１３日
通称名：ｼﾞｰﾌﾟ･ﾗﾝｸﾞﾗｰｱﾝﾘﾐﾃｯﾄﾞ

不具合の部位等 エンジンルーム内にある、マスタ・シリンダと油圧コントロールユニット
（ＨＣＵ）をつなぐ「プライマリ・ブレーキ配管」において、ＨＣＵ側配管の
接続端部の形状が不適切なため、接続部の密着が不十分なものがある。そのた
め、そのまま使用を続けると、当該接続部よりブレーキ液が漏れ、制動力が低
下するおそれがある。



４．届出者：三菱ふそうトラック・バス株式会社

届出月日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間

１１月１５日 2656 車 名：三菱 ４４ 平成２０年 ５月２０日～
型 式：BKG-MU66JS 平成２２年 ６月 ７日
通称名：ふそうエアロキング

不具合の部位等 大型高速路線バスにおいて、駆動輪のベアリンググリース充填量が不足して
いるものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、当該ベアリン
グが潤滑不良になり、最悪の場合、走行不能または火災に至るおそれがある。

５．届出者：日立建機株式会社

届出月日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間

１１月１９日 2651 車 名：日立 ２３ 平成２０年 ９月 １日～
型 式：EDR-CFB 平成２２年 ７月２０日
通称名：ＺＸ１４５Ｗ－３

不具合の部位等 制動装置の後輪ブレーキパイプにおいて、ブレーキパイプを固定する金具に
調整代がなかったため、当該ブレーキパイプを固定する際に不整合が生じ、そ
のままの状態で使用を続けるとブレーキパイプ接手部に亀裂が発生し、ブレー
キ液が漏れ、最悪の場合、制動力が低下するおそれがある。

６．届出者：ロールスロイスモーターカーズリミテッド

届出月日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 輸 入 期 間

１１月２４日 外1715 車 名：ロールスロイス １
型 式：ABA-664S 平成２２年 ９月２１日
通称名：ゴースト

不具合の部位等 パワーステアリング装置のギヤボックス側油圧ホースにおいて、油圧ポンプ
側ホースと連結するためのフランジの半田付けが不適切なものがある。そのた
め、当該部分よりオイルがもれ、ハンドル操作が重くなるおそれがある。

７．届出者：ボルボ・カーズ・ジャパン株式会社

届出月日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 輸 入 期 間

１１月２９日 外1717 車 名：ボルボ ３ 平成２１年 ７月２７日～
型 式：CBA-DB6304TXC 平成２１年１１月２３日
通称名：ボルボＸＣ６０

不具合の部位等 頭部側面衝撃吸収エアバッグにおいて、当該エアバッグの組付けが不適切な
ため、当該エアバッグの展開部にねじれが発生しているおそれがある。ねじれ
が発生している場合は、当該エアバッグが正常に機能しない。

【参考】平成２２年１１月のリコール届出総件数

内 訳

対象台数 100 台以上 対象台数 100 台未満

国産車 ２３件 １９件 ４件

輸入車 ９件 ５件 ４件

計 ３２件 ２４件 ８件

※リコール届出番号外 1716 は公表済みのため、本公表には含まれていません。


